
竜王小学校 学校関係者評価書（前期） 

平成２５年７月２２日（月） 

竜王小学校学校関係者評価委員会作成 

第１回 学校関係者評価委員会  

実施日：平成２５年７月２２日（月）午後３時３０分～５時００分  

会 場：竜王小学校理科室  

参加者：（学校関係者評価委員）  

＜学校評議員＞三井 譲  桂島恵美  川﨑友理  

＜PTA 代表＞ 花澤 恵    深味弘美  

     （学校側）  

校長   奥山賢一    教頭   小林治夫    教務主任   望月政幸  

生徒指導   三井伸子  

 

Ⅰ  学校側から提案された内容  

第１回学校評価実施結果の概要について  

・教職員自己評価の調査結果について  

・児童アンケートの調査結果について  

・評価状況と改善策について  

 

Ⅱ  協議された主な内容  

①  学校教育目標・学校経営について   ②学習指導について   

②  生徒指導について  ④地域との連携について  ⑤学校の特色について  

 

＜学校関係者評価書＞  
Ⅰ  全体評価  

１  今回の調査結果では，全体的に肯定的な意見(Ａ：そう思う  Ｂ：ややそう思う)が

ほとんどであり良好な状況である。また，児童の自己肯定感も感じられる。さらに，

前回の評価結果で取り上げた気になる項目について，職員が共通理解を図りながら改

善に取り組んでいる様子を知ることができた。 

 

Ⅱ  特 徴  

 (1)学校経営・学校運営について 

教職員の学校経営・学校運営に対する取り組み状況は良好である。今後，教職員

の心や精神面での健康において，ストレスや疲労が重ならないよう，メンタルヘルス

への取り組みをさらに強化すべきである。あわせて，危機管理については，ぜひ一人

一人が常に意識していかなければならない事項である。 

○危機管理について 

・登下校など学校の管理下での安全対策の徹底，安全マップの作成，不審者対応，保 

護者や長寿会の協力，安心メール，交通指導，防犯教室，地震対策等の実施。 

 ・水難事故等から守るためにも，夏休みに向けて安全指導をしっかり行うように 

してほしい。 

  ・自転車の飛び出しが気になる。学校・家庭・地域で粘り強い指導をお願いした 

い（ヘルメット着用も含めて）。 

(2)学習指導・生徒指導について 



児童アンケートによって，授業が楽しいと答えている者が多く，安心である。今

後，質問や発言が出てくるような授業展開を目指すと共に，児童の意欲向上につな

がる授業改善や指導を行うべきである。また，児童の豊かな人間性をはぐくむため

に，組織立てられた体制で生徒指導に当たっている様子がうかがえる。日常より，

仲のよい友達や相談できる先生などの存在を増やせるような手立てを考え，いじめや

問題行動の早期発見･早期対応に努めてもらいたい。  

○学習指導について 

 ・一クラス 40 人近くいると，差が大きくなる。できない子へのフォローをしっか 

りとお願いしたい。保護者への協力を得ながら，尐人数，習熟度，抜き出し指導 

等工夫しながら進めてもらいたい。 

 ・デジタル教科書などを使って，児童の興味を高めながら進められている。覚え 

させる内容と考えさせる内容とをしっかりと押さえながら進めていく。 

 ・学校では，塾とは違い学習指導のほかにも多くのことを行っている。親として  

も努力が必要になる。一人一人がちょっとずつよくなればいいと思う。  

○生徒指導について 

 ・いじめや体罰は，親にとっては切実な問題である。認知しているものについて 

は，家庭にも協力を願いながら早期対応を。その日のうちに対応することを今後  

も心がけていく。 

(３ )地域との連携について・学校の特色について 

今後も，学校評議員や PTA の代表者からなる会議を有効に利用して，学校教育

への理解と協力，地域の教育力の向上についての取組を推進していくべきである。

あいさつ運動については，今後も活発に進めてほしい。特に，学校での活動を地域に

広めていってもらいたい。 

○地域との連携・学校の特色について  

 ・学校で取り組んでいても，なかなか地域での挨拶が広がらないところもある。不  

審者問題との兼ね合いもあって難しい。今後は，ラジオ体操をはじめ地域の行事  

等に積極的に参加して，互いの顔を覚え，触れ合いの機会を多く持つように働き  

かけていくことが大切になる。  

 

Ⅲ  今後の課題として意識されたいこと  

「開かれた学校」ということで，アンケートから出た課題に取り組んでいってほしい。  

(1) 否定的な意見を述べている児童については，たとえわずかな数であっても実態を把

握し，その対応に当たっていくこと。 

(2) 今回の結果で，否定的な意見が見られた項目については真摯に捉え，その改善策を

全職員で考えていくこと。（誰が，何をできるか） 

(3)危機管理のこと，学習指導の工夫，いじめや体罰について，あいさつ運動の広がり，

地域との連携など，今回の話し合いを今後の教育活動に生かしていくこと。 

 

※特記事項 なし  

 

記載責任者（竜王小学校 学校関係者評価委員） 氏名：三井   譲    印  

 

 


